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2014年度の国民負担率は過去最高 
租税負担率 24.1％など計 41.6％に 
 

国民負担率とは、国民所得に対する税金や社会保

険料（年金・医療費などの保険料）の負担割合。財

務省はこのほど、2013 年度の実績見込みでは 40.6％

だった国民負担率が、2014 年度予算では 1.0 ポイン

ト増の 41.6％と過去最高となる見通しと発表した。

景気回復や消費税率引上げ等に伴い租税負担率が増

加し、２年ぶりに前年を上回る。14年度見通しの内

訳は、国税が 14.5％、地方税が 9.6％で租税負担率

が 24.1％、社会保障負担率は 17.5％。 

2013 年度実績見込みに比べ、租税負担率は 0.8 ポ

イント増（国税 0.9 ポイント増、地方税は横ばい）、

社会保障負担率は 0.1 ポイント増。社会保障負担は、

この統計を開始した 1970 年以降では最高だった

12・13 年度（17.4％）をわずかに上回った。 

国民負担率を諸外国（11 年実績）と比べた場合、

アメリカ（30.8％）よりは高いが、フランス（61.9％）、

スウェーデン（58.2％）、ドイツ（51.2％）、イギ

リス（47.7％）などよりは低い。 

真の負担率は、財政赤字という形で将来世代へ先

送りしている負担額を加える必要がある。 

財務省によると、2014 年度の国民所得（13 年度に

比べ７万６千円増の 370 万５千円）に対する財政赤

字の割合は、前年度から 1.3 ポイント減の 10.3％と

なる見通し。この結果、14 年度の国民負担率に財政

赤字を加えた「潜在的国民負担率」は、13 年度から

は 0.3 ポイント減の 51.9％となる見通しだが、引き

続き５割を超えている。 

 

ものづくりなでしこＪＡＰＡNに期待 
成長戦略の中核を担う女性幹部ら 12 人 
 

安倍首相が今年1月の施政方針演説で訴えたのは

「すべての女性が活躍できる社会をつくる」だっ

た。すでに機械産業の基幹に不可欠の＜素形材＞製

造に取り組む女性経営者らで作る「ものづくりなで

しこ JAPAN」は、鋳造や鍛造というお堅い分野の女

性リーダーの集まりで、男性社会の素形材産業に新

風を巻き起こそうとしている。 

「ものづくりなでしこ JAPAN」は、経済産業省地

域経済産業政策課・課長補佐の伊奈友子さんが、製

造業の女性経営者の横のネットワークを繋ごうと

２年前に発足した会である。彼女は業界団体（鍛造、

鋳造、プレス、熱処理、金型等）との関系が長く信

頼も厚い。 

その基盤に立って「ものづくり・ことづくり・ひ

とづくり・地域づくり」を合言葉に、製造業×経営

＝女性の社会的交流と、女性が稀な分野を掛け合わ

せたところで活躍する各々の知見を生かして、働く

女性のニューヒロイン像を示し、社会進出を後押し

しようという試みだ。 

同プロジェクトは、鋳造、プレス、メッキ、熱処

理など、ものづくり関連企業の 12 名の女性経営者

が中核。出身はすべて理系ではないが、技術や経営

を学び、出産・子育ても経験、社長業で荒波に揉ま

れる毎日。製造業の現場を会得して一人で何役もこ

なす、その役割に加えて、「女性はものづくり産業

を救えるか」という熱い期待が集まっている。 
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